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本日の例会 （６月１６日 第５１回） 年次報告                      担当：三役 

 ～ANAクラウンプラザホテル千歳～        

千歳ロータリークラブ会報 
２０１１年６月16日 

第４５号 （通算２０５７号） 

佐々木会長テーマ 

“心ひとつに” 

会 長 佐々木 金治郎   副会長 大西 信也   幹 事 佐藤 晴一 

会長エレクト 今村 靜男   会 計 酒井 宏  

第2510地区ガバナー 佐々木 正丞 第７グループ・ガバナー補佐 古川 大之  

～ ６月はロータリー親睦活動月間 ～ 

２０１０年～２０１１年度 

第50回（通算２１６9回）例会報告 
 

日時：２０１１年６月9日 12：3０～13：3０ 

場所：ANAクラウンプラザホテル千歳 

プログラム：通常例会 

担当：新世代RAC委員会 

司会 ：ＳＡＡ・プログラム委員会 佐藤 彰二  

会長 佐々木 金治郎 
 

 皆様こんにちは。今日は今月第

２回目の例会ですが、国歌斉唱を

させていただきました。ここのと

ころ月初例会は移動例会が多かっ

たため、国歌斉唱ができずにおり

ましたので、今回は本日を逃すと

できそうもなく特別に実施させて

いただきました。 

 ところで、前回6/2の早朝例会（分収造林作業）では

丹治組合長、環境保全の平間委員長、村上副委員長は

じめ皆様方には大変ご苦労様でした。そして、菅原会

員に高所作業車を提供していただいたお陰で、皆で樹

の成長を上から観ることができ、感動・感激の例会に

なりました。皆様、本当にありがとうございました。 

 ６月５日には５クラブ合同親睦ゴルフ大会が晴天の

下、当クラブが幹事として無事開催することができま

した。木曜会の福田会長、羽山幹事、藤本幹事をはじ

めご参加の皆様方のご支援をいただいて無事、幹事ク

ラブとして成功裏に終わりました。そのなかで義援金

を募ったところ61,012円もの浄財が集まり、本日、例

会終了後に千歳民報社の大澤代表のところへお届けす

る予定です。千歳民報さんには、７日に『チャリ

ティーゴルフ』との記事を載せていただいており、あ

りがとうございました。 

 また、６月４日の千歳民報の記事で皆様もご存知と

は思いますが、当クラブに永年務められた加藤元会員

が『二宮金次郎の像』を北栄小学校に寄贈したとの

事。大変立派な素晴らしい行いをなされたと私も含め

皆様方もお思いのことと思われます。いずれにしまし

ても残すところあと1ヵ月少しとなりましたが、これか

らもよろしくお願いいたします。 

  

 

 

千歳ロータリークラブホームページ http://www.chitose-rc.jp 

国際ロータリー第2510地区ローターアクト代表補佐

（千歳ローターアクトクラブ幹事） 

  西村 英晃 様 
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   村上 倫行 
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幹事 佐藤 晴一 
 

 佐々木会長のお話と重複するところ

がありますが、６月２日分収造林の早

朝移動例会は、朝早くからありがとう

ございます。また、お昼からのパーク

ゴルフ、そして夜には新旧クラブ協議

会と丸一日ありがとうございました。 

 ６月５日木曜会福田会長の下、40名

の参加をいただき５クラブ合同親睦ゴルフ大会を無事

終了致しました。福田会長には大変ご尽力をいただき

ありがとうございました。また、61.012円の義援金が

集まっていますので、千歳民報社を通じ日本赤十字社

へ拠出予定です。 

 福田会長は、先日（5/27）のＪＲ占冠事故に遭遇し

九死に一生を得ています。さよなら例会でそのお話を

詳しくしていただける予定です。 

 ６月９日 本日の通常例会、そしてアクトの西村さ

んから海外研修報告をいただきますので、よろしくお

願い致します。 

 ６月10日 長沼の古川ガバナー補佐为宰新旧会長・

幹事会参加。 

 ６月16日 通常例会(年次報告) まず『クラブ奉

仕』五十嵐委員長から順番にお願いしていき『職業奉

仕』までを予定。 

 ６月23日 通常例会(年次報告)『社会奉仕』から最

後までを予定。 

 ６月30日 木曜会最後のコンペも計画中。 

 さよなら例会は下山親睦委員長を中心に楽しい会を

計画中ですので、是非皆様のご参加をお願いいたしま

す。 

 

次年度幹事 酒井 宏 
 

１ 友好クラブ・神戸南RC 9月29日来千 

 当クラブと友好関係にある第2680地

区神戸南RCは、9月29日に来千すること

が決まりました。当初、9月の最終週か

10月第1週の例会日で調整をしていたと

ころ、神戸南RCからガバナーエレクト

を輩出することに伴い、10月上旪にエ

レクト事務所開きを行うなど他の行事

との関係により、当クラブの9月最終の

例会日となりました。 

 2008年6月（五十嵐宏年度）、「国際空港と観光」が

縁で友好クラブを締結して以来、毎年、相互交流を

行っています。今回は当クラブが受入れを行います

が、ゴルフをはじめ各種行事を通じて親睦と交流を深

めることとなりますので、会員に皆さんのご協力をお

願いします。 

 

２ 「立法案」の提出を！ 

 福田年度（2007～2008）において、大澤雅松定款・

細則委員長が「クラブが負担する人頭分担金の増額に

関する立法案に反対する表明」をまとめ上げて、2008

年10月の地区大会で提出、その後、手続きを経て、3年

に1回開かれる規定審議会が2010年4月にシカゴで開か

れ、佐藤秀雄PGが地区代表議員として出席して「人頭

分担金値上げ凍結」を力強く呼び掛けましたが「決議

案は撤回」となりましたことは記憶に新しいことで

す。 

 このことは、地方の一クラブであります千歳RCが提

案した立法案がRIという国際舞台で討論されたことは

誇ることのできることと思います。 

 次の2012年に開かれる規定審議会を見据えて、当ク

ラブから提出すべき「立法案」があるかどうかを検討

する時期が切迫しています。今村年度として岩崎ロー

タリー情報・定款細則委員長を中心に協議し、可能な

限り早い時期に結論を出さなければならず、会員皆様

の英知を集めて、再度、「立法案」提出に挑みたいと

考えています。皆様のご支援をお願いします。 

  

（参考資料：「規定審議会について考えてみよう！」

ロータリー資料№10-3） 

岩崎 暉久 パスト会長 

 ～発想の転換～ 

 時の流れは行く川のごとく、急流あ

り、清流あり、時には淀み、時には浅

瀬となり。しかし、その流れは絶える

ことなく大望に向け一途に流れ続けて

いる。ＲＣも変化し続けアップダウン

の繰り返しである。この流れは何人も

抗し難く、現在日本のＲＣはその底辺

にあり、じっと我慢の時である。 

 松下幸之助が提唱し、物心両面の調和のある豊かさ

によって「平和と幸福をもたらそう」というＰＨＰ運

動はＲＣの精神と一致するものが多く共感を覚える。

このように新しい風を起こし、社会からより信頼され

期待される社会的ステータスの高い組織を目指さなけ

ればならない。 

 やはりＲＣは親睦を第一にして、会員の維持と育成

に力を入れ、残存の良質な会員の確保に備えれば次の

良い波にスムーズに乗り、将来は立派なクラブが存続

していくことになるだろう。 

環境保全委員長 平間 和弘 
 

 ６月２日の早朝例会は多数のご参加を

いただきありがとうございました。特に

北海道テクニカルシステムエンジニア㈱

の菅原会員から高所作業車を提供してい

ただき、ありがとうございます。そのお

陰で20年目の分収造林の赤エゾ松が、ど

こまで成長したかを皆で地上１２㍍から眺めることが

できました。また、樹がどの程度育ったかをクイズ形

式にして出題していましたが、解答は１０㍍１０㌢で

した。 

 副委員長の村上倫行会員からは毎年、ジュースと缶

コーヒーを頂いておりますので、皆様方からもお礼の 

 

ロータリー情報 

委員会報告 

幹事報告 
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言葉をお掛け願います。 

 また、２０年前の１９９２年に、分収造林の植樹作

業をしたときは、会員が１１４名。そのうち亡くなっ

た方１５名、転勤した方２２名、退会した方が５４名

で、今年も在籍しているのは２３名になってしまいま

した。ただ、このほかに五十嵐桂一会員は９２年当

時、ローターアクトとして参加していました。 

 今回の分収造林作業が、写真入りで千歳民報に掲載

されています。千歳民報社の大澤代表には、いつも記

事を載せていただきありがとうございます。 

 

次年度出席・資料管理委員長 浅利 美恵子 
 

 ７月からの次年度の名簿を作成いた

しますので、会員名簿資料の提出にご

協力いただきたい。今年度はガバナー

が８月に来千ということもあり、早め

に名簿を作成しますので、提出締切日

６月16日を厳守願います。 

国際ロータリー第2510地区 

ローターアクト代表補佐    西村 英晃 様 

 
 千歳ローターアクトクラブ

から1名の参加で、私が参加

させていただきました。 

 ２０１１年２月２２日～２

６日の日程での研修、私は仕

事の都合上２３日からの合流

となりました。 

 今回の为目的でもあった青

島濱海学院との交流にポイン

トを絞ってまとめたものをご

報告いたします。 

 まず、北京の空港に降り立ちそこから乗り換えをし

青島へ。到着の翌日に交流会があり、訪問してみる

と、広い敷地に何棟もの大きな建物、その中には寮も

完備されており、聞いたところによると完全寮制に

なっているとのこと。日曜日以外は敷地外には出るこ

となく、学生達はその敷地内で生活していることを知

りました。 

 私は大学に通ったことがなく、日本の大学がどのよ

うになっているかは分かりませんが、とにかく学生が

多く、敷地内には学生寮の他図書館・プール・博物

館・体育館など多くの建物もあり、敷地内を見学、視

察させていただくと、学生達は皆勉学をしに通ってい

るというオーラのようなものが伝わってきました。 

 为に交流したのは、副院長、日本語の科目を勉強し

ている学生達で、中でも印象的だったのは、副院長と

の会談の際にお話を聞かせていただいた「介護」につ

いての内容でした。中国の１人っ子政策の結果、１夫

婦に対して４人から６人の介護を迫られている現実が

やってきていると言う事を知りました。その現実をそ

の時までまったく知ることのなかった私は正直驚きま

した。話の中では、介護について日本の実情やシステ

ム等の質問もあり、またその中ではヨーロッパの方が

介護や福祉においては先進国ではないかという問い

も、私たち日本人側からの話もありましたが、話して

いるうちに日本のサービス・クオリティーを望んでい

るのではないかと私は受け止めました。 

 確かに、介護・福祉と言う面ではなく、工業製品や

技術のレベルではよく日本のクオリティーの高さや

サービスは評価されており、やはり、そのような面か

らも日本人の気質や仕事に対する評価は高いことを、

改めて知ることができた気がしました。 

 そのことに付随して、私が考えたことがあります。

それは、まだ介護と言う分野が浸透していない中国社

会では、今後今回私たちが訪問させていただいた大学

はもちろん、教育の面で「介護・福祉」の分野はより

一層注目されていくだろう。また、その中で、彼らが

求めているものが、きっと日本には沢山あり日本が見

本となる場面も存在すると思います。風習や生活文化

の違いもあることから、もちろん１００％見本にとは

言えませんが、少なくとも同じアジアの国であり近い

ものが多くあると思います。 

 そこで、現在日本の若者の介護離れ、大学・専門学

校での介護・福祉系の学科の生徒減少と言う日本の現

実と、これから多くの人がその分野にチャレンジしよ

うと中国との教育面からの何らかの形で協力し合えれ

ばいいと考えました。自分も直接的・間接的どちらの

面からでも何かできることがあれば是非行いたいと思

います。 

 最後に、中国の人口の多さ、また貧富の差が大きい

と言われている中国ではあるが、街を見てみると確か

に、道路一つ見ても、舗装道路に高級車、その中にリ

アカー付きの自転車が走っていたり、都心部の高層ビ

ル/マンション、その中を一歩外れてみると砂利道に崩

れかけた住宅などが目に留まりました。 

 その中で、どのように介護・福祉ビジネスを成功さ

れるか、また利用する方のニーズに応えられるか、大

学訪問の翌日からの研修期間考えながら残りの日を過

ごしてみました。 

 私の目から見ても、人口の違い、貧富の差が十分に

理解することができ、その中で介護ビジネスを・・・

と考えると、デイサービスや入所型の一般的に箱物と

言われている事業よりは、法律や制度が不十分な現状

では、スタッフ、施設の確保の問題からも、「訪問介

護」「介護付きマンション」を多くの人が幅広く利用

でき良いのではないかと考えました。貧富の差、人口

の多さを考えると、施設利用（入所）をしなくても現

存の自宅で介護を受けられる「訪問介護」、１夫婦に

対し４人から６人の介護が必要になってきたというお

話しから、「介護付きマンション」で夫婦で安心した

生活を、というのが日本よりも定着すのではないかと

考えました。 

 今回の研修のレポートを書き終えて、高齢化社会/介

護問題と言うのは日本だけではなく、他国でも問題視

されてきているのだと知ることができ、私自身改めて

「介護・福祉」と言う分野に興味が沸いた研修であり

ました。 

 今回の研修の後、地区アクトでは、訪問させていた

だいた学校からの要望もあり、介護福祉に関する図解

式テキストや問題集を購入し寄付することも第一歩と

して行いましたので、この場をお借りして、ご報告、

お礼とさせていただきます。 

卓話「中国海外研修について」 
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晴天の下、「５クラブ合同親睦ゴルフ大会」開催 

 ～東日本大震災義援金、善意の６１，０１２円～ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 6月5日、晴天に恵まれ、初夏の陽光とグリーンが眩

しいばかりのちとせインターゴルフクラブで千歳市内

のロータリークラブ、ライオンズクラブ、青年会議所

の５クラブ合同親睦ゴルフ大会に39名が参加して行わ

れた。 

 ５クラブが交流と親睦を深める趣旨で恒例行事とし

て行われ、今年は当クラブが担当。 

 今年は、東日本大震災の義援金を募ることを目標に

参加者は「がんばろう！日本」を胸に白球に願いを込

めてプレーに挑んだ。 

 プレー後、ＡＮＡクラウンプラザホテル千歳におい

て表彰式が行われ、为催クラブを代表して佐々木金治

郎会長から「皆さんの日頃の精進の賜で晴天に恵ま

れ、東日本大震災被災地の皆さんが一日でも早い復興

を願う気持ちで思う存分にプレーができたと思いま

す。心温まる義援金へのご協力を！」と挨拶があっ

た。 

 表彰後、参加者から被災地への義援金61,012円が寄

せられ、千歳民報社を通じて被災地に寄付される。 

《参考》 

◇参加クラブ 

  千歳ロータリークラブ      １６名 

  千歳セントラルロータリークラブ  ８名 

  千歳ライオンズクラブ       ６名 

  千歳中央ライオンズクラブ     ４名 

  千歳青年会議所          ５名 

                 計３９名 

《成 績》 

  優 勝 一戸 裕之（千歳ライオンズクラブ） 

  準優勝 中田 敬一（千歳ライオンズクラブ） 

  ３ 位 福田 武男（千歳ロータリークラブ） 

（記録：次年度幹事 酒井 宏） 

佐々木 金治郎 会長 

 支笏湖のチップが6月1日より解禁になりました。形

が大きく大変釣れています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ニコニコＢＯＸ 

 ５クラブ合同親睦ゴルフ大会が6月5日に行われまし

た。千歳ロータリークラブが担当クラブでした。木曜

会の福田会長はじめ村山幹事、藤本会員、大変ご苦労

様でした。天気も最適でした。 

 

上井 昭一 会員 

 6月2日の木曜会パークゴルフ大会において優勝しま

した。 

 

平間 和弘 会員 

 6月2日の早朝例会（分収造林作業）は多数の参加あ

りがとうございました。特に北海道テクニカルシステ

ムエンジニア㈱の菅原会員には早朝より高所作業車の

協力に感謝致します。また副委員長の村上倫行会員に

はジュースと缶コーヒーの提供、大変ありがとうござ

いました。 

 

羽山 昇蔵 会員 

 6月2日のパークゴルフで90ホールを回った影響で５

クラブコンペでは散々な結果となりました。 

 

村田 研一 会員 

 自分にはゴルフよりもパークがあっているのかもし

れない！！ 

 

福田 武男 会員 

 6月5日の５クラブゴルフコンペは晴天に恵まれ楽し

くプレーをすることができました。５クラブゴルフコ

ンペの表彰式では多くの方に義援金をいただきまし

た。総額61,012円です。 

 この度、アンビリーバブルな経験をして九死に一

生！！ 詳しくはさよなら例会にて報告・・・ 

 

菅原 正行 会員 

 先週の早朝例会にて高所作業車を使っていただき、

ありがとうございました。本当はヘルメット、補助綱

を使わなければいけなかったのですが安全対策をして

いませんでした。すみませんでした。 

 

佐藤 彰二 会員 

 初めてのパークゴルフで楽しかったです。おまけに

ホールインワン！びっくりでした。 

 

沼田 常好 会員 

 妻の誕生日にお花をありがとうございました。 

 

佐藤 晴一 幹事 

 妻の誕生日にお花をいただきました。 

 

今野 良紀 会員 

 １月から業務の都合で例会に出席できず残念です。

早く仕事を軌道に乗せて例会に出席できるよう頑張り

ます。 

 

大澤 雅松 会員 

 千歳民報杯朝野球大会が千歳と恵庭で始まりまし

た。朝一番の元気をその日の民報でお届けします。 

出席率 

今 回：８２．１％（ ６月 ９日＝４６／５６、実数） 

確 定：７５．０％（ ５月２６日＝４２／５６、 

うちメーキャップ０名） 

本日のニコニコ集計 １２名  ３７，０００円 

5クラブ合同親睦ゴルフ大会開催 


